
令和○年度　３年生の学力向上の対策について
保護者各位

○○中学校

１．令和○年度の学力向上計画

　本校では，３年生の進路指導と合わせて，学力向上の充実を図るための対策として，

　　① 学校教育の正常な諸活動を阻害しないこと，生徒の過重負担を避けること。
　　② 教師の指導に依存した受け身の学習ではなく，生徒の自主的な学習を中心とすること。

　　③ 教師・保護者の一致協力によって推進すること。

の３点を基本方針として，毎年研究してまいりました。
その結果として，令和○年度の３年生については，次の３つの目標を設定いたしました。

　 
以上の目標達成に，現在最も適切な教材として「スタディプロジェクト」を選定し，下記の通り実施していきたいと存じます。

２．「スタディプロジェクト」の全体のしくみと内容

1  教科ごとに習熟度に対応した分冊形式になっている。全体的には「要点ガイド」(解説集)，「スタートスタディ」（1・2年内容の復習），「スタディ1(ワン)」(基礎の確認問題集)，「スタディライト」（基礎固め問題集），「スタディベーシック」(基礎・基本問題集)，「スタディスタンダード」(標準問題集)，「スタディトライアル」(入試実戦問題集)からなる。このうち，「要点ガイド」と「スタートスタディ」は全員が共通して学習し，その他5冊の問題集から個人の習熟度に応じた難易度の問題集を1冊選んで学習する。
② １単元の学習時間は，約60～80分程度の内容で，問題集1冊につき，各教科30～60時間程度で無理なく学習できる。

③ 「スタートスタディ」終了後に「ステップ判定テスト」を実施し，その結果を参考に使用する問題集を選択できる。
④ すべての問題集に，「解説・解答集」が付属している。


３．学習計画

① はじめに年間を通じた全体の学習計画を作成し，毎月末に翌月の詳しい学習計画を作成する。

② １日の学習量は，１教科の１単元（解説と，問題集１冊分で４～6ページ程度）を基本とし，少なくとも１週間で５教科１単元ずつ以上を学習する。
③ まず1・2年内容の復習である「スタートスタディ」から開始し，既習内容の確認と学習習慣の定着を促す。
④ 次に，選んだ１冊の問題集に取り組む。３年内容は授業の進度と合わせて計画し実施する。
　
４．実施方法

① はじめに「要点ガイド」の各単元の解説ページで理解しておくべき必須事項を確認する。解説の要点をマーカーでぬるなど，自分なりに見やすくしてもよい。理解不十分なところがある場合は，教科書や授業のノートなどで復習してから問題に進む。

②「スタートスタディ」や個人の習熟度に応じた難易度の問題集の「要点ガイド」に対応した単元を学習する。
③ 学習の済んだ単元は，「解説・解答集」により確認する。

５．本教材による目標達成と学習効果

① 中学３年間での学習内容を効果的かつ効率的に復習することで，将来の進路のための基礎学力と応用力を身につける。

② 学習計画の立てやすい構成になっているので，５教科平均的に学習を進められ，継続しやすく，習慣づけに役立つ。

③ 要領よくまとめられた解説ページにより，基礎事項の確認が容易にできる。

④ 段階別に構成された問題集を選択して取り組むことにより，個人の習熟度に応じた学習ができる。

⑤ 詳しい「解説・解答集」により，つまずきの発見とその解決ができる。

令和○年度　学力向上計画の目標


① ３年生全員が参加し，毎日同じ内容について，個人の習熟度に対応した一定量の学習を全員が協力して実施すること。


② 実施方法は，生徒自身の自主的な学習によるものとし，長期の学習計画の継続によって，生徒各人に学習方法と，学習習慣を身につけさせること。


③ 形式的な学習に終わることなく，定着度の確認と反復学習によって，確かな学力が定着すること。





【使用教材一覧】　※③～⑥からは１冊を選択。


①要点ガイド…要点解説。64～72ｐ。カラー版。500円。 　　　　②スタートスタディ…1・2年内容の復習。96ｐ。カラー／２色版。510円。


③スタディ１…基礎の確認問題集。64ｐ(英語72ｐ)。２色版。410円。 ③スタディライト…基礎固め問題集。64p。カラー版。410円。　　④スタディベーシック…基礎・基本問題集。64p。２色版。410円。 ⑤スタディスタンダード…標準問題集。64p。２色版。410円。　 ⑥スタディトライアル…入試実戦問題集。64p。１色版。410円。　　


⑦ステップ判定テスト…レベル判定用テスト，無料。









